
【議会】1/4 兵庫県関係者新年交
礼会（兵庫県公館にて）

【政務】1/6～8 会派での各会派
政務調査会（県庁にて）

【政務】1/28 会派の健康福祉部
会の勉強会（県庁にて）

[１月]兵庫県、緊急事態宣言発出！

◆ 議会活動・政務活動報告

【議会】1/18 総務常任委員会・議会運営委員会
総務常任委員会では、「科学技術の振興について」・「情報化の推進について」で調査を行いました。
議会運営委員会は2月定例会の1か月前となり、本会議の日程などを協議しました。

【議会】1/18 タブレット端末操作研修会
議会のペーパーレス化推進のため、議員全員にタブレット端末が１台ずつ貸与され、操作研修会が
開催されました。今後は、常任委員会のオンライン会議の運営についても検討・準備を進めます。

【政務】1/6～8 各会派政務調査会
毎年年初に、県各部局から各会派に対して行われる新年度予算要求概要の説明会（勉強会）と意
見交換会です。私は、産業団地整備、外国人児童支援、射撃場整備等で質問や要望を行いました。

【政務】1/29 文教部会・総務部会
文教部会は、高校の在り方についての勉強会でした。総務部会は、①男女共同参画、②芸術文化の
振興についての勉強会でした。芸術文化振興事業の財源として民間資金の活用を要望しました。

（解説） 議員からは鋭い質問や要望が出され、当選回数に関係なく自由
で白熱した議論が展開されます。議員の真価を発揮する重要な場です。

◆総 括 ◆ 兵庫県に２度目の緊急事態宣言が発出されたことに伴い、２月７日（日）までに
予定されていた各常任委員会の管内調査はすべて取りやめとなりました。今回は環境整備が間
に合いませんでしたが、今後はオンライン会議を使った調査の検討が急務だと痛感しました。

（解説） 今後は議会・政務活動でもオンライン化・デジタル化が進展しま
す。議員の仕事の質や内容を大きく改善させる機会とすべきです。

１月１４日（木）から2月７日（日）まで、兵庫県に２度目の緊急事態宣言が発出されました。今回
は、感染拡大の封じ込めと社会・経済活動との一定の両立への配慮がにじむ規制内容となってい
ます。一方で、感染者の予想を超える急増により、入院体制や患者の搬送体制が圧迫され、入院
調整機能に目詰まりが発生し、入院待機者の増加に直面しています。地域医療体制の崩壊を断
固阻止し、経済活動を回復させるためにも、県民総力戦でコロナ禍に立ち向かわねばなりません！

村岡まゆこの主な議会での活動や政務活動について、解説や総括を含めてご報告致します。
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◆ 問題提起・政策提言・課題抽出

◆ 県政報告

■ 1/22 景観形成重要建造物の指定：黒田清右衛門商店（三木市）【県土整備部】
三木市本町の黒田清右衛門商店が、県の景観形成重要建造物に指定されました。金物のまち・三
木を象徴する大鋸の看板を正面に掲げる当建物は、地域の伝統的景観の核として評価されました。

■ 1/22 新型コロナウイルス感染症患者急増対策【コロナ関連】
患者数の急増により入院待機者が増加しているため、入口対策として病床数や宿泊療養施設の受
け入れ数の拡充を図り、出口対策として回復者の転院受入医療機関への支援を行っています。

（解説） 県のコロナ病床756床の内、北播磨圏域は１４床（1/25時点）。
2/2より西脇病院が専用病床５床・回復者の一時受入病床４床を開設。

◆ 総 括 ◆ 県ではコロナ関連の政策や情報が、知事会見を中心に連日発表されています。
黒田清右衛門商店の景観形成重要建造物の指定は、三木地区の歴史的建物を活かしたまちづ
くりの後押しになると期待されます。歴史的建物を維持・保全するための財源確保が課題です。

１月１４日（木）～２月７日（日）まで、兵庫県全
域に2度目の緊急事態宣言が発出されました。
それに伴い、飲食店等に対する営業時間短縮
の要請（営業時間は５～20時）がだされ、協力
飲食店には協力金が支給されます。
（１日あたり６万円/店舗×時短営業日数）

1/14 緊急事態宣言の発出 【コロナ関連】

阪神淡路大震災から２６年、「1.17のつどい」
（追悼行事）等が開催されました。緊急事態宣
言下のため、メモリアルウォーク等の一部の事
業は中止となりました。大規模自然災害と感染
症との複合災害への対応も急務です。世代を
超えて教訓と記憶を継承しなければなりません。

1/17 ひょうご安全の日のつどい【震災関連】

兵庫県が現在展開している取り組みや施策について、主なものをご報告いたします。

村岡まゆこが考える問題、課題、政策等々を、幅広くご紹介致します。

災害時の情報発信（プッシュ型支援）
災害時に被災地へ支援物資を一方的に送り出すプッシュ型支援のように、行政の支
援メニューをスマホアプリ（例：県「ひょうごｅ-県民」や市「マチイロ」等）経由で対象者
に、一方的に通知していく方式をもっと普及させたいと考えます（郵送可の併用も可）。

プロゴルフトーナメントのギャラリー駐車場問題
プロゴルフトーナメントのギャラリー駐車場は、主催者側・開催地域側の双方にとって、
頭の痛い問題です。すでに一部のトーナメントで実施されているように、公共交通機関
の利用をメインにすることで、神戸電鉄の利用増と開催地域の活性化が期待できます。

三木金物×アウトドア・狩猟者育成
最近、三木金物が海外のファッション雑誌等で取り上げられ人気を博しています。また
コロナ禍でアウトドアブームもあり、国内外で新しいファン層の開拓が期待されています。
更に吉川町での総合射撃場整備もあり、ジビエ分野での商品需要が期待できます。

山田錦×北播磨の地場産業
本年は兵庫県にて、ブリュッセル国際コンクール日本酒部門が開催予定で、山田錦と
ともに、酒瓶のラッピングに播州織物や杉原紙、おつまみを切り分けるナイフに三木金物
等々、北播磨の地場産業の魅力も併せて、ＰＲできればと県に要望しております。

引き続き、「感染しない、感染させない」徹底のご協力をお願い申し上げます！
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